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上：設置された定期券自動販売機 

左：昨年４月に西武鉄道本社に申し入れ 

このほど西武鉄道玉川上水駅に、利用者の皆様から要望の高かった「定期券自動

販売機」が設置されました！ 昨年４月に、利用者や地域の皆様から頂いた署名を

もとに、私と高木陽介衆院議員、住民代表らで西武鉄道本社を訪ね、同社社長あて

に申し入れていたことが実現しました。 

これからも、市民の皆様の手足となって、生活の向上のため頑張ってまいります。 



 
 
 
 
 

 
 

 

＞＞＞ 絵本を通して「親子の絆」深めて ＜＜＜ 

絵本を通じて親子の絆を深めて――。 立川市は、３～４カ月児健診に合わせ、乳児と保護者

に絵本２冊などを贈り、読み聞かせを行う「ブックスタート事業」を開始していますが、お母さんた

ちから、「ブックスタートは、すごくありがたい。家庭でも読み聞かせをやっていきたい」との声が聞

かれるなど好評です。ブックスタート事業は、３～４カ月児健診を終えた乳児と保護者に対し、絵

本２冊と手引書などが入った手さげ袋を贈呈する一方、保育園の保育士とボランティアが読み聞

かせを実施しています。市では１年間で１６００組分を用意しています。 

市議会公明党は、ブックスタートの実施を２００２年２月の定例会で提唱したのをはじめ、再三

にわたって議会質問で取り上げ、実現の推進役を担ってきました。 

 

＞＞＞  すでに５２００人以上が登録 ＜＜＜ 

子どもの安全を守るため、立川市が今年５月から開始した「立川見守りメール」の利用者が着

実に増え、好評を博しています。受信している登録者数は、５２００人を超えました。 

同メールは、市内の小・中学校などから寄せられた不審者情報等を登録者の携帯電話やパソ

コンにメールで配信するサービス。不審者の連続出没や振り込め詐欺への注意を呼び掛ける防

犯情報も含めて情報を配信しています。 

小・中学生の保護者を中心に防犯への関心は高く、保護者からは、「メールの受信を通じて親

子で情報交換できるようになり、子どもが防犯意識を持つようになりました」 「メール配信後の対

応も含め、学校と市、保護者の連携が密になれば、もっとよいと思います」などの声が寄せられて

います。 

市議会公明党は、メール配信の実現を強力に推進。昨年４月に約４０００人の署名簿を添えて

要望書を市長に提出したほか、私も市長に直接要請するなど早期実現を求めてきました。 
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